[image: image1.wmf][image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]






�





　政府・与党は、イラクでの米英軍の軍事占領を支援するイラク派兵法（特措法）を成立させようとしています。いま、連日のように米兵が死傷するなど、イラクは「全土が戦闘地域」（米軍司令官）です。小泉首相は９日、国会で「自衛隊員が殺されるかも知れないし、人を殺すかも知れない」などと恐ろしいことを平気でいいました。とんでもありません。　


　イラクの人たちは、「フセインもノーだが、占領もノー」と言っているのです。人道支援をすすめるためには、武装した自衛隊の派遣は、かえって有害です。


　








軍事占領を支援するため自衛隊海外派兵
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だいたい、イラク戦争をはじめる根拠としてきた大量破壊兵器もみつからず、米英では情報操作して戦争に導いたと大問題になっています。まさに大義なき、戦争です。


こんな不当な占領を支援するために、自衛隊を派兵するなど、許せません。








